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（６）京丸園 株式会社 

法人概要 

所在地 静岡県浜松市南区鶴見町３８０－１ 

代表者 代表 鈴木厚志 法人創立年 平成２６年 

主産品 姫みつば、姫ねぎ 耕作面積 ２.６ha 

当該法人の特色（現地視察から得た情報等） 

 
〇言わずと知れた農福連携の農業者側の大家。誰もが参画できる農業

「ユニバーサル農業」を提唱し、農業経営に立脚した農福連携を標榜す

る。 
〇京丸園は、農林水産祭天皇杯、日本農業賞大賞、ノウフク・アワード

グランプリ他、数々の受賞歴を誇る農業界のトップランナーのひとり。 
〇京丸園で作られる野菜は全量市場出荷。 
〇あいがも農法によりコシヒカリ・あきたこまちを栽培。ＪＡのファー

マーズマーケットで販売している。 
〇株式会社ＩＣＴひなり（ＩＴ企業の特例子会社）が雇用する障害者を

受入れて、農作業請負の農福連携が行われている。 
〇2024 年に浜松市ユニバーサル農業研究会が２０周年を迎えるのに合わ

せ、「小さな農家の生きる道」と題してフォーラムの開催を計画してい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

ハウス外観 ハウス内の様子 

ラベル貼りの様子 ちんげんの定植 
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（７）社会福祉法人 京都聴覚言語障害者福祉協会 さんさん山城 

法人概要 

所在地 京都府京田辺市興戸小モ詰１８－１ 

代表者 施設長 新免 修 開所年 平成２３年 

主産品 茶、なす、えびいも 耕作面積 １.２ha 

当該法人の特色（現地視察から得た情報等） 

 
〇聴覚障害者らが「京の伝統野菜」を守り、地域活性化に貢献している

ことを評価され、ノウフク・アワード２０２０優秀賞、ノウフク・アワ

ード２０２１グランプリを受賞。 
〇宇治茶、京都えびいも、万願寺とうがらし、京の花菜、京都田辺茄子

などの地域特産品を継承している。 
〇季節ごとに農作業があり、１年を通して体験が可能である。特に春か

ら秋が豊富にある。 
〇農作業以外に、抹茶粉末入りの大福・クッキー作りを体験できる。 
〇地域住民に人気のコミュニティカフェでは、さんさん山城で栽培した

京野菜を使ったワンコインランチが食べられる。 
〇コミュニティカフェでは、茶道裏千家の先生による「呈茶企画」が月

に１回催される。 
〇さんさん山城はノウフクＪＡＳの認証第１号事業所であり、農産物や

加工品のパッケージで積極的にそのブランド化を推進している。 
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（８）社会福祉法人 青葉仁会 

法人概要 

所在地 奈良県奈良市杣ノ川町５０－１ 

代表者 理事長 榊原 典俊 法人創立年 平成３年 

主産品 さつま芋、ブルーベリー 耕作面積 １２ha 

当該法人の特色（現地視察から得た情報等） 

 
〇地域密着型ノウフクが評価され、ノウフク・アワード２０２０審査員

特別賞を受賞。 
〇法人のコンセプトは「地域をデザインする」。運営の目的は人口流出防

止。利用者約 200 名が様々な業務に従事。 
〇事業規模を示す一例として、店舗のレジ通過顧客数７万人、さつま芋

１５ｔ生産。荒廃茶畑を開墾したブルーベリー園は現在約２千本、収穫

量１２ｔに及ぶ。 
〇古民家１棟、ログハウス２棟、ペンションも所有。 
〇上記以外にも、棚田、木工所、紙すき、せっけん工場、カフェ、ジェ

ラート工房等々多彩な事業を展開。 
〇アウトドア用品ブランド「モンベル」と提携した店舗も運営。 
〇行政からの要請で、廃校の小学校を改修して令和５年４月にレストラ

ン、加工場、各種体験ができる場をオープン。 
〇農業生産、加工、店舗運営、宿泊施設と地域の基幹的な事業法人。「太

安万侶と青葉仁会はこの地の誇り」という地元の方の言葉にも納得。 

 

 
棚 田 
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（９）社会福祉法人 博愛会 住吉浜リゾートパーク 

法人概要 

所在地 大分県杵築市守江１１６５－２ 

代表者 園長 釘宮 浩三 開所年 平成２２年 

主産品 いちご 耕作面積 1,500 ㎡ 

当該法人の特色（現地視察から得た情報等） 

 
〇博愛会本部は大分市に所在し、県内に８ヶ所の事業所を運営する（高

齢者施設１ヶ所含む）。 
〇博愛会では、初代理事長が唱えた「人の喜ぶ顔を見て喜びなさい」と

いう理念の基、「やさしさ日本一の社会福祉法人」づくりを進めている。 
〇住吉浜リゾートパークは、ホテルを中心にゴルフ場、海水浴場、海鮮

バーベキューレストラン、いちご観光農園等を有する総合レジャー施

設。 
〇農福体験としては、いちご農園での農作業のほかに、併設するジェラ

ート工房の仕事も就労体験として可能である。 
〇就労体験としては、ホテルのベッドメーキング等のバックヤード業務

も適当である。 
〇海鮮バーベキューレストラン「ＫＩＴＳＵＫＩ ＴＥＲＲＡＣＥ」は、

守江湾を一望する日本最大級のモダンな「カキ小屋」。飲食店が苦戦した

コロナ禍でも西日本有数の集客力を誇り、年間５万人が訪れたという人

気店。 
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３．事業実施結果の検証及び今後の方向性等 
（１）結果検証 
① 当初設定の新幹線等を使って都市部から地方部へ移動する体験モデルが

今回集客できなかったことについての検証 
ア 今回集客できなかった理由（仮説） 
（ア）募集を要請した都市部の「育成会」メンバーにとっては、農業という

ものに対する物理的・心理的距離が思いのほか遠く、障害者の就労とし

てイメージできていない。農福連携に馴染みがない。 
（イ）主催者としては、今回の企画は補助率が高く、非常にお得感があると

考えていたが、職業体験のために支払う金額としては高額に感じられた

ようである。実際に育成会の方から、「数千円でも出さない。」というコ

メントがあった。 
（ウ）募集期間が短く、十分に情報が行き渡らなかった。 
（エ）育成会のメンバーの子供は、比較的年齢が高い者が多く、今回のター

ゲットとして適当ではなかった。実際に、「若い世代の親はネットで自

在に情報を得られるので、育成会に入らない人が多い。」というコメン

トが、ある福祉事業者からあった。 
イ 課題として認識したこと 
（ア）特別支援学校の就業体験の取組として考えた場合、東京以外は都市部

といっても同県内に農地があるため、県を越えて出向くということにな

らないこと。 
（イ）就業体験である場合、当事者の親の反応として、参加費数千円でも抵

抗感があるということが一般的な感覚であるらしいこと。 
（ウ）農業を職業にできるかどうかという、当事者と親にとって切実な事柄

である職業体験と、物見遊山である観光がアンマッチであること。 

 
② 同一地域内在住の当事者が取組主体に出向いて農作業を行う取組を今後

進める上での検証 
  ア さんさん山城において３組の親子が集まった理由 
  （ア）福祉事業者と学校に以前から関係性があり、また、さんさん山城自体

の取組が評価されているので、学校側が積極的に動いてくれたこと。 
  （イ）３組中２組は、以前にさんさん山城で就労体験をしており、参加者親

子に、この施設で働く、ということのイメージが湧いていること。 
  イ 課題として認識したこと 
  （ア）一部の学校の先生は、学校内で自ら提案するのではなく、上席者から

の指示に基づいて展開したいという要望があったので、次の機会には
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組織的に要請すべきと考えた。 
  （イ）交通機関で移動し、宿泊も伴う行程でないと民間事業者（旅行会社）

が事業化する案件になりづらい。将来的な移住までを視野に入れた、入

口としての農福体験＋宿泊という建て付けならば成立する可能性があ

るが、その情報流通ルートが新たな課題として浮上する。 

 
③ スタディツアーを今後進めるうえでの検証 

  ア 今回４事業所の募集が奏功した理由 
（ア）埼玉福興については、多種多様な高レベルの取組が展開されている中

で、触法者の農福連携が保護司会や更生保護団体にマッチしたこと。 
  （イ）ゆずりは会菜の花については、ＪＡグループ全国機関に農福連携を支

援していこうという事業ニーズが萌芽し始めたところであり、学びの

機会提供が歓迎されたこと。 
（ウ）京丸園と博愛会については、農福連携技術支援者という農福連携に携

わっている、又はこれから携わるというメンバーであり、学びのニーズ

が潜在していたこと。 
  イ 課題として認識したこと 
  （ア）将来的には、誰もがアクセスできる「農福連携視察受入事業所データ

ベース」があると、農福連携の広がりに資する。 
  （イ）福の広がりということで、高齢者や生活困窮者等の関係事業所も加わ

るとより充実する。 

 
（２）今後の方向性等 
 ① 遠距離移動の農福体験 
（ア）障害者当事者の体験ということであれば、親子・家族での移住を視野に

入れ、農福体験と当該地域全体を知る、というニーズに応える内容に整理

すること。加えて、マッチする提案ルートや連携先を研究し、今年度事業

で結果が出なかった領域の打開策とする。 
（イ）これから農福連携に取り組もうとしている福祉事業所、企業等が先進事

業所に出向き、職員自らが実体験するというニーズを掘り起こす。 

  
② 同一地域内の農福体験 

域内募集は、受入事業所とつながりのある特別支援学校に、県教育庁ルー

トで要請することを基本とする。施設職員から、先生向けの説明会や体験会

も有効ではないかとの意見があったほか、大阪の先生からモニターツアーを

希望する声もあった。 
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就労する年代にこだわらず、幅広い年代の児童や生徒の体験受入について

施行する。特に、首都圏において、小学校や中学校の特別支援学級の農業体

験についても、検討する。 

 
 ③ スタディツアー 

法人、行政、大学等に対して行ういわゆる「一本釣り」の提案と、それら

の横断組織に「混載型」で提案する２通りの形で進める。 

 
ツアー実施先を中心とした情報を集約し、発信のための web ページを構

築する。これにより旅行会社、障害者メディア、農業系メディア等への情報

発信を行うとともに、農福連携の一般向けの情報発信、体験実習やスタディ

ツアーのマッチングの推進ツールとして活用する。障害種別での配慮、受入

体制等を整理し、表示することにより、当事者の参加への心理的なハードル

を下げる。 

 
農福連携の優良先行事例となっているノウフク・アワードの受賞事業所等

では、視察や見学が増え、事業所運営上の負担となっているケースも出始め

ている。受入に関し、料金体系を設定した上で、事業の収入と利用者工賃へ

とつなぐ仕組みづくりと、視察者への理解の促進に取り組む。 
少人数での視察受入は催行日を集約し、参加者同士の交流を図ることも、

農福連携の学びの機会としては貴重であり、受入事業所の負担軽減につなが

る。 

 
以 上 
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